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経営理念・経営方針

　当金庫は、「コンプライアンス態勢」「顧客保護等管理態勢」「金融円滑化管理態勢」および「リスク管理態勢」を強化し、顧客ニー
ズに適合した預金やサービスの提供ならびに良質な資金の供給を通じて、中小企業の金融円滑化と健全な発展、豊かな国民生活
の実現、地域社会の繁栄に貢献するとともに、「人間尊重の経営」「企業倫理の強化・確立」「健全経営の推進」を実践し、より強固な
経営基盤の確立を目指します。

私どもは、社会正義、
社会道徳を全ての行
動の基本とします。

正 義
私どもは、常に現状
に甘んじることなく、
時代を先取りします。

革 新
私どもは、ヒューマニ
ズムを基本とし、人に
やさしく末永いおつ
きあいを目指します。

人間愛

当金庫の経営理念（社訓）

〜経営の基本方針〜

　当金庫は、「地域の持続的発展に貢献し、地域になくてはならない金融機関を目指す」ことを「私たちの使命」と
位置付けるとともに、すべての人々の人権を尊重し「人間が人間らしく、尊厳を持って生きることができる社会」
をつくるために活動してきました。
　これからも、永く培ってきた金庫独自の社風・風土に基づき「やさしさと思いやり」を大切にして、阪神淡路大震
災以降25年以上にわたり継続してきた高齢者等への「移送サービス」「高齢者ケア訪問」などの社会貢献活動の
実践に取り組み、また、金融業務を通じて地域経済の活性化に資するべく、「知的資産経営支援」等を通じた地域
の事業者の皆様との本業支援による共通価値の創造、お客様のライフサイクルに応じた課題解決のお手伝い、
さらには、地域の産業振興に向けて市町・商工団体等と連携する「地域創生」等の取組みを継続いたします。
　当金庫は、これらの取組みにさらに磨きをかけ、持続可能な社会の実現に向け、「当金庫が考えるＳＤＧｓ（持続
可能な開発目標）」に、なお一層積極的に取り組み、価値ある企業となることを宣言します。

令和２年４月１日
但陽信用金庫
理事長  桑田　純一郎

私たちは、地域金融機関として「信用金庫」の特性を十分に発揮し、地域に根ざした「持続
可能な目標」に向けて取り組むことが、結果として「ＳＤＧｓ」の達成につながると考え、下記
の課題に真摯に取り組みます。

【重点課題と取組方針】

1．金融仲介機能の発揮
2．地域の活性化への取組み 
3．ボランティア活動の継続
4．役職員の「幸せ」を願う取組み
5．パートナーシップの奨励・推進

※本ディスクロージャー誌で紹介
する当金庫の各取組みのうち、
SDGsの「17のゴール」と「169
のターゲット」に該当するものに
ついて、右記のアイコンを表示
しています。
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どのようなことでもお気軽に“よろず相談所”但陽信用金庫
　私たちは、地域の「よろず相談所」でありたいと願っています。​
　“金融（おかね）”のことはもちろん、その他あらゆる「悩み・相談」に対し、共に考え、共に悩み、解決に向け努力して
参りたいと願っています。​
　私たちで対応・解決できない場合は、お取引きいただいているあらゆる業種の方々に相談し、また紹介させていた
だきます。​
　但陽信用金庫の窓口を『暮らしのあんしんコーナー』と思っていただき、何なりとお気軽に声をおかけください。​

ご相談窓口
● 各営業店の支店長および「よろず相談室」（本部）

電話（フリーダイヤル）0120-200-707
相談受付時間／午前9時〜午後5時（土・日・祝日は除く）

■当金庫役職員の信条
1.私たちは仕事を通じ社会のためになります
　　地域金融機関としての社会的使命と責任を自覚し、金融業務および非金融サービス・社会活動を通じて地域社会の発展に貢献します。
2.私たちは礼儀を正しくします
　　「礼」とは社会秩序を維持し、人間関係を円滑に運ぶために必要なしきたりであり、「義」は人として当然守るべき倫理・道徳・マナー
　であることを踏まえて、人として行うべき規律である「礼儀」を常に守り、地域社会の一員として行動します。
3.私たちは勇気をもってことにあたります
　　当金庫の経営理念である「正義」「革新」「人間愛」および「経営の基本方針」に沿って、職員一人ひとりが不正や矛盾に対して毅然
　とした態度で臨み、社会正義に照らして職務を遂行します。
4.私たちは信義を重んじます
　　全ての行動において、相手の信頼を裏切らないよう誠意をもってあたることはもちろん、相手に過度の期待を与えないよう心して
　行動します。
5.私たちは質素を旨とします
　　業務遂行に当たっては当然のこと、個人生活においても、虚飾に走ることなく、浮利を追うことなく、堅実な生活を実践します。​

■行動綱領
　「信用金庫」は、高い公共性を有し、地域の中小企業と地域住民のための協同組織の金融機関として、「中小企業の健全な発展」「豊
かな国民生活の実現」「地域社会繁栄への奉仕」の三つのビジョンのもと、その社会的使命を自覚し、地域の課題解決と持続的発展の
ために尽力してきました。​
　これからもそうした社会的使命と責任を全うする金融機関として、地域社会の負託に応え、これまで以上の揺るぎない信頼を確立
するために行動綱領を定め、これを遵守します。
1.信用金庫の社会的使命と公共性の自覚と責任
　　信用金庫の持つ社会的使命と公共性を常に自覚し、責任ある健全な業務運営の遂行に努めます。
2.質の高い金融等サービスの提供と地域社会発展への貢献
　　経済活動を支えるインフラとしての機能はもとより、創意と工夫を活かし、お客さま本位の業務運営を通じて、お客様のニーズに
　応えるとともに、市民生活や企業活動に脅威を与えるテロ、サイバー攻撃、自然災害等に備え、セキュリティレベルの向上や災害時
　の業務継続確保などお客様の利益の適切な保護にも十分配慮した質の高い金融および非金融サービスの提供を通じて、地域経
　済・地域社会の発展に貢献します。
3.法令やルールの厳格な遵守
　　あらゆる法令やルールを厳格に遵守し、社会的規範に決してもとることのない、誠実かつ公正な業務運営を遂行します。
4.地域社会とのコミュニケーション
　　経営等の情報を積極的、効果的かつ公正に開示し、広く地域社会とのコミュニケーションの充実を図ります。また、信用金庫を取
　り巻く幅広いステークホルダーとの建設的な対話を通して、社会からの理解と信頼を確保し、自らの価値向上を図ります。
5.人権の尊重
　　当金庫および当金庫の役職員は、「日本国憲法」をはじめ、「部落差別解消推進法」「障害者差別解消法」「ヘイトスピーチ解消法」の
　人権３法等を遵守し、すべての人々の人権を尊重します。
6.職員の働き方、職場環境の充実
　　職員の多様性、人格、個性を尊重する働き方を実現します。また、健康と安全に配慮した働きやすい職場環境を確保します。
7.環境問題への取組み
　　資源の効率的な利用や廃棄物の削減を実践するとともに、環境保全に寄与するサービスを提供するなど、環境問題に積極的に取
　り組みます。
8.社会参画と発展への貢献
　　信用金庫が社会の中においてこそ存続・発展し得る存在であることを自覚し、社会とともに歩む「良き企業市民」として、積極的に
　社会に参画し、その発展に貢献します。
9.反社会的勢力との関係遮断、テロ等の脅威への対応
　　社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力は、これを断固として排除し、関係遮断を徹底します。また、国際社会がテロ等の
　脅威に直面している中で、「当金庫における取引のリスク評価書」を策定し、法令や金庫諸規程に基づくリスク低減措置を講じながら
　お客様との取引を行うことでマネー・ローンダリングおよびテロ資金供与防止対策の高度化に努めます。


